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苗場山麓ジオパーク事務局・新職員紹介

地球惑星連合大会・ＪＧＮ通常総会・議員連盟総会に参加しました

　令和５年度を迎え苗場山麓ジオパーク振興協議会事務局も人事異動がありました。
　これまで担当されていた津南町教育委員会文化財班の太田一規班長、栄村教育委員会生涯学習係の島崎佳美
係長、南雲義文主事が異動となりました。新たに、津南町教育委員会文化財班に涌井昇班長、栄村教育委員会
生涯学習係に越智勇気係長、齋藤佑輔主事が赴任されました。
　さらに、津南町教育委員会ジオパーク推進室に推進班が設置され、その班員として小島裕輔主任が赴任され
ました。これによって、これまでの専門員２名、事務員１名、そして、関連部局、防災部局の兼任も含めて体
制が強化されたことになります。
　昨年度、２回目の再認定審査を迎え、再認定となりました。これからは、次の再認定審査に向けて進めてい
く必要があります。そのためには、苗場山麓ジオパーク基本計画（マスタープラン）と行動計画（アクション
プラン）を策定し、計画の元、事業をより進めていく必要があります。これまで行ってきた苗場山麓ジオパー
クのジオ学習の充実をさらに図ることで、保全の心を子どもや地域住民にお伝えしていきます。また、各部会
やジオガイドとのさらなる連携とジオガイドの活躍する場の創出など、マーケティングやプロモーションなど
観光的側面の事業も展開していく必要があります。

　５月20日、幕張メッセにおいて、日本ジオパーク新規認定を目指す蔵王ジオパーク構想のプレゼンテー
ションが行われました。その後、日本ジオパークネットワークの運営会議、インタープリテーション研修が行
われました。翌日（21日）は、ジオパークのパブリックセッションにおいて、鉱物資源の販売について議論
が行われました。ポスターセッションでは、苗場山麓ジオパークから「千曲（信濃）川沿いの遊歩道周辺の自
然環境と歴史的遺構の保全」と題して仲野専門員と認定ジオガイドの涌
井泰二さんで発表を行いました。
　５月30日には、参議院会館において、日本ジオパークネットワーク通
常総会が行われました。今年度の全国大会は、銚子ジオパークと秩父ジ
オパークの２か所で開催が決定、令和６年度は、下北半島ジオパークで
開催されることが共有され、午後においては、議員連盟総会が開催され
ました。
　様々な新年度事業が計画されていますが、ジオパークの推進強化に向
けて、より一層取り組んでいきたいと思います。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　  【苗場山麓ジオパーク推進室班長・佐藤 信之】 公開プレゼンテーションの様子
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　十日町市立ふれあいの丘支援学校の中学部では、生まれ育った地域の
人・もの・ことを深く学び、地域を今よりよくしたいという地域貢献の心
を育む学習を積み重ねてきています。その一つである「ふるさと缶バッ
ジ」の製作に積極的に取り組んでいます。
　令和２年度から、生徒たちのふるさと津南町、十日町市の美しさや雄大
さ、他の地域にはない魅力を伝え、ふるさとの発展に貢献する活動に取り
組んできました。
　観光協会等から紹介提供していただいた名所の写真をデザインした缶
バッジを令和３年度から製作してきました。また、津南町の紹介で、「苗
場山麓ジオパーク」でつながりのある栄村の缶バッジも製作しています。
　令和４年度からは、生徒自身が目と心で感じ取った、津南町、十日町市の
イチ押しの魅力を写真に収め、缶バッジのデザインにしました。今年度から
いよいよオリジナル「ふるさと缶バッジ」の製作を始めています。
　生徒一人一人の発見からできあがるオリジナル「ふるさと缶バッジ」を
ぜひ手に取ってご覧いただき、ふるさとの新たな魅力を見つけていただけ
たら幸いです。

　これからも、生徒がどのようなイチ押しの光景を発見するのかご期待ください！
【ふれあいの丘支援学校中学部主事・南雲 学】

　苗場山麓ジオパークでは、この夏、親子で苗場山に登ってみたい方を募集中です。
　日本百名山の一つに選ばれている苗場山。登山家でもあった深田久弥は「クジラの背のような膨大な図体」
とたとえています。標高は2,145メートル、山頂付近は平らで湿原が広がっています。
　苗場山麓ジオパーク認定ガイドがコース内を解説いたします。珍しい動物・植物を発見できるかも？
「苗場山登山」を通して親子の絆を深め、思い出づくりをしませんか？

◆期　　日	 令和５年７月８日（土曜日）
◆集合場所	 栄村役場または津南町役場
◆時　　間	 午前５時半～午後５時頃（予定）
　　　　　   ※詳細はチラシまたはホームページをご覧ください
◆対　　象	 栄村・津南町の小学３年生～６年生（保護者同伴）
◆募集定員	 10組30名程度
◆参 加 費	 １人1,000円（保険料・バス燃料費・ガイド料）
◆ガ イ ド	 苗場山麓ジオパーク認定ガイド
◆運　　営	 株式会社信州アウトドアプロジェクト・ＮＰＯ法人Ｔａｐ
◆持 ち 物	 昼食、飲み物（１人１ℓ以上）、行動食（おやつ）、雨具、防寒具、着替え、タオル、虫よけ剤、
	 ごみ袋、100円硬貨数枚（山頂トイレ使用分）、予備マスクなど
◆服　　装	 動きやすい服装、登山に適した靴、帽子、手袋（軍手など）、熊よけ鈴（持参可能な人）
◆申込締切	 令和５年６月30日（金曜日）※お申込み状況により変更の可能性があります。ご了承ください。

※申込先・問合せは
右記まで

栄村教育委員会　☎0269-87-3118
ジオパーク推進室　☎025-765-1600
メール：naeba36@naeba-geo.org

缶バッジで地域貢献を目指します！～十日町市立ふれあいの丘支援学校中学部～

親子で苗場山の登山にチャレンジしませんか？－参加者大募集－

見玉公園で石落しを撮影 缶バッジマシンで製作デザインの台紙をカット

苗場山麓ジオパーク HP
親子苗場登山
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ここが好きだよジオパークここが好きだよジオパーク
認定ジオガイドがおすすめの場所、認定ジオガイドがおすすめの場所、
もの、ことなどを紹介していきます。もの、ことなどを紹介していきます。

苗場山麓ジオパークの温泉♨（ガイド No.51　太田 智子さん）

認定ジオガイド
が伝える

ここが好きだよジオパーク
認定ジオガイドがおすすめの場所、
もの、ことなどを紹介していきます。 太田 智子さん

　私は温泉が好きです。苗場山麓ジオパークは、「大地のめぐみ」である温泉が各所にあり、私に
とって最高のまちです。私が平成28年に津南小学校の４年生と一緒に行った総合学習では、苗場山麓
内の温泉11か所について実際に入浴して調べました。子どもたちは様々な泉質やその経営者の思いを
知り、温泉を通して苗場山麓ジオパークのよさを実感していました。
　図１は、その年に子どもたちの思いを言葉にして歌にしたものです。隣の学級の担任がギターを
弾き、一緒に歌うことで、ますます苗場山麓ジオパークの温泉が好きになったことを覚えています。
YouTubeでも聴くことができますので、ぜひ「つなん温泉調査隊　温泉PRソング」で検索し
てみてください。これを聞くと、特徴ある苗場山麓ジオパークの温泉に入りたくなりますよ♡ 
　また、「川から湧き出る」切明温泉には、家族でも行きました。夏場は地元の方が用意してくれて
いるのか、特に大きな湯釜が川に出現していました。実際に川の底から温泉が湧き出ている様は、ま
さに大地の躍動です。ぜひ、皆様も入ってみてください。 

図１　平成 28 年度津南小学校４年生作詞　温泉PRソング

切明温泉は、川の水で温度調節自由自在！

YouTube
つなん☆

温泉
PR ソング

苗場山麓
ジオパーク HP
切明温泉の
源泉湧出点
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突撃しよう!となりのジオ便り～島根半島・宍道湖中海（国引き）ジオパークからこんにちは～（福田 英樹）

　島根半島・宍道湖中海ジオパークは、島根県松江市と出雲市全域をエリアと
し、2017（平成29）年に日本ジオパーク認定を受けました。当ジオパークは、
海と陸に湖が加わった自然豊かな大地で、「島根半島」「出雲平野・宍道湖中海
低地帯」「南部丘陵山地」の３つのジオヘリテイジに分かれています。
　１つ目の島根半島ジオヘリテイジは、日本海に面して凹凸を繰り返すリアス式
海岸となっており、主に2,000万年前からの大陸分裂、日本海拡大、その後日本
列島形成までの火山岩、堆積岩でできています。松江市や出雲市大社町の島根
半島沿岸部は大山隠岐国立公園に指定されており、また、国引き神話の記述にあ
る「国」の区分と地形が一致している極めて興味深い場所です。
　島根半島沿岸部に約50の漁村があり、現在でも定置網やワカメ漁、海苔摘み
などの漁業が営まれています。島根半島には古くから、汐汲みをしながら漁村に
ある神社を巡る「四十二浦巡り」といわれる信仰習俗があります。島根半島はジ
オパーク推進協議会の主な活動の場であり、松江市島根町と出雲市大社町日御
碕にビジターセンターを設置するとともに、小学校の課外授業や自然体験学習
などに取り組んでいます。
　２つ目の出雲平野・宍道湖中海低地帯ジオヘリテイジは、主に南側の山間部か
ら運ばれた土砂の堆積によってできた場所です。斐伊川水系の下流にある宍道湖
と中海はラムサール条約登録湿地であり、国内最大の連結汽水湖です。宍道湖は、
平均塩分濃度が海水の1/10程度の汽水という特殊な環境により、シンジコハゼ
などの汽水湖固有種のほか、約80種類の魚介類が確認されており、シジミやシ
ラウオなどの宍道湖七珍は、郷土の味覚として親しまれています。冬には3,000
羽を超えるマガンと、キンクロハジロなどのカモ類約40,000羽が渡来します。
　３つ目の南部丘陵山地ジオヘリテイジは、大陸時代の花崗岩類と大陸分裂、日本海拡大、日本列島の形成に至る
火山岩や堆積岩が分布します。特に活発な陸上火山の活動を示す安山岩やデイサイト、多くの貝類などの化石が産
出する地層が特徴的です。松江市の花仙山、出雲市の立
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掛岩などは当時の溶
岩でできています。
　2021（令和３）年度に主催した全国大会は、新型コロナウイルス感染症の影響でオンライン開催となり、全国の
ジオパーク関係者の皆様にお越しいただくことが叶いませんでした。特徴的な大地や風光明媚な景観など、見どこ
ろがたくさんありますので、機会があればぜひお立ち寄りください。

立久恵峡（出雲市）

桂島（松江市）自然体験学習の様子

　苗場山麓ジオパーク振興協議会では、第９回苗場山麓ジオパークフォトコンテストの作品を募集中です。
　部門は「春部門」「夏部門」「秋部門」「冬部門」「暮らし･生活部門」「祭り･伝統部門」「動・植物部
門」「学生部門（高校生以下）」です。※応募者本人未発表の作品に限り、１部門につき２作品まで。各作品
に解説（200字以内）を付けてください。

●画像データでの応募・・・データ容量15MB以下で、830万画素（A４プリント以上）のJPEG形式のものとします。
　　　　　　　　　　　　　苗場山麓ジオパーク専用サイト（https://naeba-geo.org/photo-con-09）よりご応募ください。
●プリント作品での応募・・・２Lサイズの作品の裏面に、苗場山麓ジオパーク専用サイトから印刷し、記入した応募票を貼付

してください。作品は、返却いたしません。

　詳しくは、チラシ、または「苗場山麓ジオパーク」の公式WEBサイト（https://www.naeba-geo.org/）をご覧く
ださい。お問い合わせは、苗場山麓ジオパーク推進室・フォトコンテスト係（電話025-765-1600）まで。

ジオサイトの雄大な景観や、人々の暮らし、伝統文化、動物や植物のたくましい姿など素敵な作品をお待
ちしています。

応募締切・・・2023年12月27日（水）午後５時（郵送での応募は同日必着）

送付先はこちらまで⇒ 〒949-8201 新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡乙835
苗場山麓ジオパーク推進室（農と縄文の体験実習館 なじょもん内）
ジオフォトコンテスト係

第９回 苗場山麓ジオパークフォトコンテスト作品大募集！

応募フォーム


